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１．佐用町の概要

三河出張所

○

• 人口：１７，１７２人

高齢化率38.9％

（H30.3.31現在）

• 障害者の状況（H30.3.31現在）

身体障害者手帳 ８９８人

（18歳未満8人、18～64歳205人、65歳以上685人）

療育手帳 ２０５人
（18歳未満47人、18歳以上158人）

精神障害者保健福祉手帳９９人
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２．地域生活支援拠点等の整備プロセス、整備類型、概要

整備のプロセス

整備類型

概要

平成29年度末までに各市町又は圏域に、少なくとも一つを整備す
るように

・平成29年3月・5月開催の「佐用町障害者地域自立支援協議会」とその部会
である「佐用町障害者施設等連絡会」において、事業の方針・進め方につ
いて検討・協議
・佐用町から社会福祉法人佐用福祉会へ委託
（佐用町に基幹相談支援センターがなく、佐用福祉会が委託相談と入所機
能を併せもつ町内で唯一の法人）
・第5期障害福祉計画策定委員会において、自立支援協議会を合わせて開催し、
事業計画の説明
・地域の実情に応じた佐用町独自の展開で体制を整備

面的整備型
（社会福祉法人佐用福祉会がコーディネーター役を担う）

・ニーズの把握（障害福祉計画策定時にアンケート）

・原則、登録制（基本情報の作成）

・パンフレットの作成（啓発、登録）

・機能は既存の資源を活用

（佐用町障害者地域自立支援協議会の部会である佐用町障害者
施設等連絡会にて、受入れの協力依頼）

・民生委員、佐用町相談支援連絡会へ周知
佐用町－4



佐用町地域生活支援拠点事業

障がいがあっても（なくても）、生きがいを持ち、安心して暮らせる

ような西播磨地域をつくる ～町づくりと地域づくり～

★「地域生活支援拠点事業」とは・・・

障がいのある人が高齢化や重度化したり、“親亡き後”も住み慣れた地域

で安心して暮らし続けられるよう、緊急時にすぐに相談でき、適切なサービ

スを受けられる必要があります。

『地域生活支援拠点』によって、地域の福祉関連機関と連携して、ご本人

の生活を地域全体で支えるサービス（相談支援、体験の機会・場の提供、緊

急時の受入れ・対応、専門性の確保、地域の体制づくり等）提供の体制を作

り、みなさんを支えます。

★お問い合わせ・相談窓口

・社会福祉法人 佐用福祉会

相談支援事業所すまいる

☎0790-82-0003 ＦＡＸ0790-82-2877

Mail：smile-soudan@ichouen.or.jp

・佐用町健康福祉課 健康福祉推進室

☎0790-82-0661 ＦＡＸ0790-82-0144

ご利用は、登録制となっています。

相談の費用はかかりません。

ご本人やご家族の状況を教えていただきます

が、プライバシーに配慮し、個人情報を目的以

外には利用いたしません。

当事業所へお越しいただいて面談したり、自

宅や事業所への訪問など、みなさんへ寄り添っ

て相談をうかがいます。

※電話、ＦＡＸ、メールでお話をうかがいます

が、来所される際は事前にご連絡下さい。
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３．各機能の具体的内容

相談

緊急時の
受け入れ
・対応

・総合的な専門相談等の実施

（相談支援事業所すまいる）

・緊急時の一時保護を実施する短期入所、施
設入所、グループホーム等の事業所と連
絡調整

・相談支援事業所のバックアップ

⇒同法人の障害者支援施設いちょう園

・医療的ケア児（者）の受入れ先がない

・今まで福祉サービスに繋がった事のない人
の対応、情報把握
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地域生活支援拠点プラン対象者

１．利用者の状況

月 日

月 日 歳

〒

級

級

２．アセスメント

４．サービス利用状況（緊急連絡先）

担当 電話番号

想定される相談内容 具体的な対応方法

担当者 連絡先 備考サービス機関名（役割）

現状と
課題

対応
上の
留意
点

３．支援計画

支援方針

家
族

主たる介

護者 氏名 続柄 生年月日 居住地・職業・連絡先等

◎

障害・疾病の状況 身障

住所

受給者証番号 療育

相談支援事業所 精神

様式①

作成日 平成　　年

男・女 生年月日 平成　　年氏名

障害支援区分

病院名（連絡先）

作成者 依頼者

電話番号

携帯番号
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体験の
機会・場

専門的人材の
確保・養成

地域の体制
づくり

・地域生活の体験の機会、場として、

施設入所、短期入所、日中一時支援、グ
ループホーム、日中活動系

・地域の障害福祉サービス等事業所の情報
交換の場

・佐用町障害者施設等連絡会の開催支援

（研修や意見交換等）

・地域の相談機関、障害福祉の関係機関の
連携会議を開催支援

・地域の支援ネットワークの構築
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４．地域生活支援拠点等のイメージ図

体験の機会・場

地域生活支援拠点等の整備（面的整備型）

日中系事業所
グループホーム
サテライト型住居の活用等

計画相談他対象者登録

緊急時の相談・
受入れ
短期入所

コーディネーター機能

人材の養成・確保

各種研修の実施、連携、
情報共有等

緊急時の受け入れ
・対応
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５．地域生活支援拠点等における支援の事例

事例①

【利用者情報・Ａさん】４０代女性。療育手帳Ｂ１。
癲癇。

【利用した経緯】

・７０代の両親と同居。姉夫婦が近所に在住。

・特別支援学校卒業後、町外の縫製工場へ、
一般就労で勤務（２０年以上）

・父親が入院、余命数ヶ月。

・本人の不安感が強く、母親から親亡き跡の行
く末を考えたいと相談。
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【利用の効果等】

・地域での情報がない所から、福祉サービスに繋
がる事ができた。

・相談支援からＢ入所施設へ情報提供、見学、面
接へとスムーズに繋がった。

・受給者証の取得（短期入所、日中一時支援）

・実際にサービスの体験利用により、本人がイ
メージする事ができた。また支援する側も本人と
の関係作りや情報収集ができている。

事例①
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【利用者情報・Ｃさん】２０代女性。身体2級。療育手帳Ａ。
重度知的。

【利用した経緯】

・５０代の両親と同居。弟妹は町外へ。

・生活介護事業所へ通所。日中一時支援、ＧＨ体
験、居宅介護。法人内のレスパイト事業。

・計画相談はＤ相談支援事業所。

・両親の親の高齢化に伴う介護、両親の体調不
良時に、本人の宿泊できる所がない。緊急時の
事、また将来的なＧＨの利用を考えていきたいと
相談。

事例②
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【利用の効果等】

・効果はまだ・・・

・行政とＤ相談支援事業所とすまいるで、方向性
や役割を確認。

親からの相談窓口は一本化。計画相談はＤ相
談支援事業所。拠点事業の体制整備はすまいる。

・事業所間、法人間の垣根を越えた連携が必要。

事例②
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６．地域生活支援拠点等の整備運用における
今後の課題・方針

・町内の事業所の連携体制の構築

障害者支援施設に地域生活支援拠点等の加算取得をし
てもらい、緊急時は受入れ可能な体制に。

・拠点等事業が浸透していない。周知、事前登録の推進

初めて利用する人は敬遠されやすく、不安もある。事前
登録し、体験等で慣れてもらう必要がある。

・医療的ケア児（者）の受入れ先がない

多職種連携強化として、町内の病院に働きかけて、
緊急時の受入先を拡大できないか？
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